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研究成果の概要（和文）：本研究では、輸入水産物における情報の非対称性とそれを緩和する環境ラベル等の制
度の役割に関する研究を行った。輸入水産物は、魚種が多様で環境や健康面に関する多くの情報を有する財であ
るが、漁獲や養殖の現場が日本の消費者から遠く離れているため、実際の財と消費者の有する情報との間にギャ
ップが生じ易く非効率が生じている。本研究ではそうした問題について、白身魚の代替品として輸入されている
ベトナム産バサやクルマエビの食品偽装で社会問題になったブラックタイガーエビなど具体的な事例に焦点を当
て、情報のギャップの特定とそれを埋めるための情報提供のあり方を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, I conducted comprehensive research on asymmetric information 
on imported marine products and the role of institutions, such as environmental labels, in relaxing 
it. In imported fishery products, gaps are likely to occur between consumer awareness and actual 
goods, because they have a lot of information, such as on many types of imported fish species, and 
the environment and human health. Such gaps can cause inefficiency. I focused on concrete cases, 
such as Pangasius bocourti from Vietnam which is imported as a substitute for white fish, food 
disguising problems of black tiger shrimp and prawn shrimp, and so on. By identifying the gap in 
information and filling that gap, I examined the information provision method.

研究分野： 環境資源経済学
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１．研究開始当初の背景 
 水産消費大国である我が国は、国内の水産
物消費量の約 4 割を輸入に依存している。そ
の一方で、輸入される魚種や生産方法は日本
特有の傾向があり、東アジアで広く消費され
るナマズやティラピア等の養殖淡水魚や東
南アジアで生産が拡大している有機（オーガ
ニック）の養殖エビなどは日本では欧米に比
べて輸入が少ない。だが、これらの水産物は
天然水産資源に対する漁獲圧の緩和や現地
の自然環境の保全の観点から、欧米では多く
輸入されている。例えば、世界的にも大規模
に生産されているベトナム産養殖ナマズは
資源枯渇や漁獲制限により世界的に需給が
逼迫しつつあるスケトウダラ等の白身魚フ
ライ原料の代替品として、またタイ国の有機
養殖によるブラックタイガーエビはエコシ
ュリンプと呼ばれ現地の環境に配慮した水
産物として、欧米に多く輸出されている。 
 日本でこれらの水産物があまり輸入・消費
されていない要因は大きく 2 点考えられる。
すなわち、(a)日本の食文化に合わない、日本
人の好む味ではないといった理由で消費者
ニーズにマッチしておらず、たとえ完全情報
のもとでも選好の違いにより消費されてい
ないというもの、(b)水産物の生産段階におけ
る環境負荷の情報、養殖で使用される抗生物
質等の安全性の情報、現地の調理法で食べる
ときの食味の情報、等について情報のギャッ
プ（情報の非対称性）が存在することで、潜
在的ニーズは存在するもののそれが顕在化
していないというもの、である。このうち後
者(b)は、TPP 等を通じて今後一層自由貿易
化が進むと考えられるグローバル経済にお
いて、市場メカニズムの持つ効率性を発揮で
きない要因となり、自由貿易の便益を十分に
享受できないことが懸念される。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では、情報の非対称性が生じ
ている可能性がある輸入水産物を特定し、現
地の科学情報と我が国の消費者の認識の違
い（ギャップ）について、アンケート調査手
法を用いて社会科学的に明らかにする。また
非対称性を緩和する制度（MSC 認証や有機
認証など）の役割を解明し、それによっても
たらさせる自然・社会に及ぼす影響を定量
化する。 
 
３．研究の方法 
 主に以下のようなアンケート調査を実施
し分析を行った。 
 
（１）2013 年 10 月に日本国内のホテルや飲
食店においてブラックタイガーをクルマエ
ビとして販売する食品偽装が発覚し、社会的
問題となったことを受け、同年末に国内消費
者を対象にウェブアンケート調査を実施し、
ブラックタイガーとクルマエビについて安
価か高級かといったイメージや、味や見た目

の違いが分かるかどうか、ブラックタイガー
を忌避する理由などの設問を設けて質問を
行った。得られたデータにクロス集計分析や
テキストマイニング等の分析を適用した。 
 
（２）2014 年には魚食推進を進めるため手
軽に水産物を食べられるように工夫した商
品であるファストフィッシュ商品に対する
消費者の意識に関するアンケート調査、環境
により良い商品を購入するグリーンコンシ
ューマー行動等の消費者のライフスタイル
に関するアンケート調査、回転寿司における
様々な寿司ネタの選択とその選択の背景に
ある消費者意識を分析するためのアンケー
ト調査を実施した。調査結果に対して、コン
ジョイント分析や因子・共分散構造分析など
の手法を適用し分析した。 
 
（３）2017 年には、海外消費者の水産物選
択における情報の非対称性とそれを緩和す
るための水産エコラベル等の認証制度の役
割を分析するためイギリス、シンガポール、
韓国の 3か国において水産エコラベルに関す
る意識を尋ねるウェブアンケート調査を実
施した。調査結果に対して、コンジョイント
分析の他、ロジスティック回帰分析などの手
法を用いて分析した。 
 
４．研究成果 
 主な成果の一部を以下にまとめた。 
 
（１）ブラックタイガーエビとクルマエビの
調査結果では、消費者は両者の味については
明確な差異を見出していないことが分かっ
た一方、クルマエビを正月などハレの日に食
べる高級品として、ブラックタイガーエビを
スーパーなどで日常的に購入する商品とし
て区別しており、日本の消費者が国産のクル
マエビを好む理由は情報の非対称性による
ものというよりも、文化的要因が存在するこ
と、などが分かった。 
 
図 1 テキストマイニング分析の結果（KP） 

 



図 2 テキストマイニング分析の結果（BT） 

 
 
（２）宮城県の特産品である笹カマボコを対
象に、その原材料にベトナム産・ナマズ（バ
サ）が使用されているときと国産ヒラメが使
用されているときの消費者選択の違いにつ
いて、選択型コンジョイント分析を用いて分
析したところ、笹カマボコのような酒のつま
みなどとして使用されるぜいたく品では、原
料にバサを使用することに対するネガティ
ブな評価が強く、国産原料を使用することへ
のニーズが強いこと、などが明らかが分かっ
た。また環境の認証ラベルや食べ方などの情
報提供によりバサの価値を高めるには限界
があることが示された。 
 
図 3 コンジョイント分析の結果（認証なし） 

 
 

図 4 コンジョイント分析の結果（認証あり） 

 

（３）ファストフィッシュ商品が我が国の消
費者の水産資源管理意識に与える影響を分
析するために、加工された水産商品の消費頻
度、刺身など生の魚の消費頻度、丸の魚を捌
いて料理をする頻度と水産資源管理意識の
高さを共分散構造分析により分析したとこ
ろ、加工商品や生の魚の消費は水産資源管理
意識に有意な影響は与えないが、丸の魚を捌
いて料理をする頻度が高い人は水産資源管
理意識が高いことが分かった。丸の魚と接さ
ない消費者は魚を生きた資源としてではな
く、単なる製品とみなしている可能性があり、
便利な調理済みの製品であるファストフィ
ッシュ商品を普及する際には環境教育や消
費者教育をセットで行うことの重要性が示
唆された。 
 
図 5 共分散構造分析の結果 
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